
２０１８年  ９月  ９日  ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌４２４番 &  ～昨日も今日もとわに～ 

パウロの祈り② 

聖  書  ①コリント人への第一の手紙１３章４～１３節                                                                         

      ②ローマ人への手紙４章１８～２５節 

特別賛美  New Wings（ゴスペルグループ） 

メッセージ  ①「驚くべき愛の息吹」  大川従道牧師                                                                                                                                  

      ②｢100歳になっても弱らない信仰｣石井潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番「アメイジング・グレイス」 

祝  祷             〔献金当番：寺澤千姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～The Family Song～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後１時～、執事会を行います。来週の敬老祝賀会のため。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10時半、 

★夜７時半、丸藤剛之伝道師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．木曜午後 2時半～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．来週日曜は、「敬老祝福礼拝＆祝賀会」です。共にお祝い致しましょう！ 

 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔 ９/ ９～ /１６〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
箴言 

１５・１６章 
１７・ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

２３・ 
２４章 

２５－ 
２７章 

２８・ 
２９章 

３０･ 
３１章 

新約 
２コリント 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 ７章 ８章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

９/20(木):いのちの水計画 21(金):キャラバン書店(夕方５～6 時)  23(日):聖歌隊 

24(月):バイブルスタディ(小山姉宅) 30(日):「秋の召天者記念礼拝」 



  
 
 
 
 
 
  
｢少しも疑うことなく、ひたすら神を信じ、その確信と信頼はますます強くなっていった。そ

の約束が実現する前から、約束が叶うことを感謝し、神を讃えるほどだった。神がした約束

ならどんなことでも実現すると、堅く信じていたのだ。｣ローマ人への手紙４章20･21節 [アライブ訳]  
 

先週は西日本での最大級の台風の直後に、北海道の中心部を襲う大きな地震が起こ

りました。大阪地域での台風の被害も甚大なものだったのに、それを上回るような北海道で

の地震が立て続けに起こり、目まぐるしい自然の力に圧倒させられています。 

私たちの人生でも自分の力ではどうすることもできないような出来事に押しつぶされそうに

なることが起こります。イエス様もヨハネ福音書１６章でも語られました。アライブ訳です。 

「お前たちも、心配せずに、安心するんだ。こんなにも、念には念を入れて話したのは、そ

のためなのだから。確かに、この世では苦難や悲しいことが山ほどある。でも、勇気を出せ！

わたしはすでに世に勝ったのだ！！！」【ヨハネ16:33】 

世界の唯一神教と言われるユダヤ教・キリスト教・イスラム教の父祖と呼ばれる存在が本

日の主人公のアブラハムです。彼は「信仰の父」と言われます。もちろん人類の祖先は彼で

はなく、最初の人アダムですが、どうしてアブラハムがユダヤ人の父祖となったのでしょうか？ 

それは彼が大いなる信仰のチャレンジにパスしたからです。まずは、神の御声に従って、自

分の慣れ親しんだ故郷を離れる決断をし、長らく旅をして、全く知らない荒れ果てた地に住

むことを決断したこと。そして、高齢になり、子どもがいなかったにも関わらず、自分の子孫に

その地を約束の地として与えられることを信じたこと。そして、実際に１００歳の時にわが子を

その胸に抱くこととなる。しかし、イサクが成長した頃、アブラハムを導き続けて来た神は、アブ

ラハムの最愛の子をいけにえとして捧げるように要求した。それに対して、アブラハムは一つの

文句も言わず、ただひたすら黙々と、そのいけにえを捧げるモリヤの山までイサクと共に出かけ

て行き、そこで、何のためらいもなく、わが子を縛って、薪の上に横たえた。そして、刃物を振

り上げてイサクをその手にかけようとした。しかし、そこで、主はアブラハムに天使を遣わしてお

っしゃいました。「待ちなさい。子供を殺してはいけない。あなたは、大事な最愛の一人子を

も、わたしのために惜しまずささげた。どんなにわたしを恐れかしこんでいるか、よく分った」と。 

これが「信仰の父」アブラハムが通過した信仰のテストでした。どんなことがあったとしても、

神に信頼し、信じ続けるという信仰の姿勢でした。彼の人生そのもの、彼の考え方そのもの

が神と共にあったということです。いつも自分自身が神の御前にいるということを自覚し、その

御前では自分のすべてが明らかであり、正直であることを自覚していました。だからこそ、彼

はすべての人の信仰のお手本として、モデルとして聖書に描かれているのです。 

「100歳になっても弱らない信仰」 

～どんなことがあっても神を信じ続ける～ 


